
 

 

 

(2023 年 7 月 4 日) 

オキサリプラチン投与に伴う血管痛対策プロトコールの効果に関する研究 
 

１．研究の対象 

2016 年 1 月～2023 年 7 月に当院でオキサリプラチンを含む抗がん剤治療を受け、血管

痛があり、その対策を実施された方。 

 

２．研究目的・方法  

オキサリプラチンという抗がん剤を点滴する際、血管の痛みで患者様が苦痛を感じるこ

とがあります。当院では血管の痛みを和らげる対策の手順をまとめ、一定の程度を超えた

痛みのある患者さまにはご説明のうえ、対策を実施しています。この度、血管痛対策の効

果がどの程度あったかを調べることとしました。血管痛の程度は NRS という 10 段階の尺

度で確認しています。過去の診療録を確認し、対策の前後で NRS がどのように変化したか

を調査します。調査を実施する期間は倫理委員会承認後から 2024 年 3 月 31 日までを予定

しています。 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

オキサリプラチンの投与量、投与回数、血管痛の程度（NRS）、病名、適用レジメン名、

等 

４．外部への試料・情報の提供 

他施設への情報の提供は行いません。得られた情報に関する対応表は当院の研究責任者

が管理します。 

５．研究組織 

りんくう総合医療センター 薬剤部門 西井拓人 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

りんくう総合医療センター  

住所：大阪府泉佐野市りんくう往来北 2-23 

電話：072-469-3111 

薬剤部門 西井拓人 


